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２
０
１
７
年
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
双
光
章
◇

伊
達
明
彦
氏
（
昭
42
法
・
山

口
）
自
動
車
運
送
事
業
振
興

功
労

理
事
長
が
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

　
加
藤
名
誉
教
授
は
１
月
12

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
日
髙
理
事
長
、
佐
々
木
重

　
学
校
法
人
専
修
大
学
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
加

藤
茂
夫
名
誉
教
授
（
経
営
学

部
）
ら
３
氏
に
、
日
髙
義
博

　
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、
作
意

の
赴
く
ま
ま
に
挿
す
自
由
花

を
持
ち
味
に
す
る
一
葉
式
い

け
花
の
次
期
家
元
。
各
地
で

花
展
を
開
き
作
品
を
発
表
、

他
分
野
の
芸
術
家
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
舞
台
挿
花

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
昨
秋
、
専
大
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
で
は
多
く
の
校
友

を
前
に
「
い
け
花
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」を
行
っ
た
。紅
葉
、

ダ
リ
ア
な
ど
和
洋
の
花
や
枝

を
素
材
に
、
大
胆
・
繊
細
に

生
け
、
大
作
を
披
露
し
た
。

　「
素
材
の
魅
力
を
ど
う
引

き
出
す
か
。
空

間
や
時
間
も
考

え
な
が
ら
生
け

て
い
ま
す
」

　
海
外
で
も
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
指
導

を
行
い
、
生
け

花
の
普
及
に
力

を

入

れ

て

い

る
。
２
月
初
旬

に
は
イ
ン
ド
の

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

を
訪
問
し
実
演

を
行
っ
た
。

　「
外
国
に
も
花
を
楽
し
む

文
化
は
あ
る
が
、
生
け
る
人

の
考
え
方
や
生
き
様
が
表
れ

る
の
が
日
本
の
生
け
花
で
独

自
の
文
化
」
と
強
調
す
る
。

　
幼
い
頃
か
ら
家
元
で
あ
る

父･

明
弘
氏
に
師
事
し
、
花

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
専
大

附
属
高
か
ら
専
大
経
営
学
部

に
進
学
、
蔡

錫
ゼ
ミ
で
行

動
科
学
を
学
ん
だ
。
勉
学
の

か
た
わ
ら
明
弘
氏
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
務
め
た
。
ネ
パ
ー

ル
を
訪
れ
た
時
は
、
当
時
の

王
室
の
王
女
と
生
け
花
を
通

じ
て
交
流
し
た
。

　
だ
が
、
こ
の
ま
ま
生
け
花

の
道
に
進
む
べ
き
か
悩
み
、

就
職
活
動
も
し
た
。
４
年
次

を
前
に
若
手
対
象
の
花
展
に

出
展
。
そ
の
時
転
機
が
訪
れ

た
。
素
材
に
竹
を
選
び
、
創

作
中
に
捨
て
た
切
れ
端
が
ふ

と
目
に
入
っ
た
。

　「
竹
は
青
々
と
し
た
表
面

や
節
が
特
徴
だ
が
、
内
面
は

白
く
耀
き
、
趣
が
あ
る
。
縦

に
割
り
、
斜
め
に
切
っ
て
み

る
と
そ
れ
ぞ
れ
良
い
表
情
が

生
ま
れ
ま
し
た
」

　
初
め
て
生
け
花
を
面
白
い

と
感
じ
、
自
分
の
道
だ
と
実

感
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
卒
業
後
は
米
国
に
３
年
間

留
学
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

の
専
門
学
校
で
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、

創
作
の
幅
を
広
げ
た
。

　
東
京
の
高
校
や
大
学
で

「
生
け
花
授
業
」を
担
当
し
て

い
る
。
中
野
区
の
一
葉
式
い

け
花
本
部
で
は
初
心
者
教
室

も
あ
る
。「
生
け
花
は
見
る

よ
り
挿
す
方
が
断
然
楽
し

い
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

体
験
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

－花を生ける楽しさ体験して－

「
一
葉
式
い
け
花
」
次
期
家
元

粕か

す

や谷
　
尚

な

お

弘
ひ

ろ

さ
ん

（
平
15
経
営
）

越
後
郷
愁
｜
は
さ
木
と
雁
木

と
瞽
女
さ
ん
と

 

国
見
修
二
ほ
か
編
著

　
新
潟
県
妙
高
市
の
詩
人
の

国
見
修
二
さ
ん
（
昭
53
文
）

が
『
越
後
郷
愁
｜
は
さ
木
と

雁
木
と
瞽ご

女ぜ

さ
ん
と
』
を
上

梓
し
た
。
上
越
市
出
身
の
画

家
・
渡
部
等
さ
ん
と
の
共
編

著
。
新
潟
日
報
で
好
評
連
載

さ
れ
た
「
越
後
郷
愁
」
シ
リ

ー
ズ
の
「
越
後
瞽
女
再
び
」

「
残
し
た
い
越
後
郷
愁
の
は

さ
木
」「
越
後
郷
愁
雁
木
を

歩
い
た
人
々
」（
全
55
回
）

を
加
筆
再
編
し
た
。

　
雁
木
は
雪
国
の
商
店
街
な

ど
に
見
ら
れ
る
雪
よ
け
の
屋

根
。
は
さ
木
は
稲
架
を
か
け

る
支
柱
や
横
木
。
瞽
女
は
三

味
線
を
弾
き
歌
を
歌
っ
て
渡

世
す
る
目
の
見
え
な
い
女
性

　「
書
の
芸
術
性
」
の
探
求

を
続
け
る
仲
川
恭
司
名
誉
教

授
が
第
59
回
毎
日
芸
術
賞
を

受
賞
し
た
。
１
月
25
日
、
都

内
で
の
贈
呈
式
で
「
書
の
道

を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い

く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
毎
日
芸
術
賞
は
、
文
学
、

演
劇
、
音
楽
、
美
術
、
映
画

な
ど
の
功
績
に
対
し
て
授
与

さ
れ
る
も
の
で
、
仲
川
名
誉

教
授
の
師
・
手て

島し
ま

右ゆ
う

卿け
い

氏

（
元
専
修
大
学
文
学
部
教

授
、
故
人
）
も
50
年
前
に
受

賞
し
て
い
る
。

　
受
賞
の
対
象
は
昨
秋
、
11

年
ぶ
り
に
開
催
し
た
個
展

「
仲
川
恭
司
書
作
展
｜
少
字

数
書
を
中
心
に
｜
」。
大
作

ば
か
り
の
17
点
を
、
一
つ
一

つ
独
自
の
発
想
で
多
彩
に
表

現
し
た
。

　
贈
呈
式
当
日
、
俳
人
の
有

馬
朗
人
さ
ん
、
作
家
の
髙
村

薫
さ
ん
ら
と
と
も
に
賞
を
受

け
た
仲
川
名
誉
教
授
は
「
少

字
数
書
に
挑
ん
だ
の
は
、
故

郷
の
佐
渡
で
の
高
校
時
代
。

当
時
、
書
と
い
え
ば
漢
詩
を

書
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。
も
っ
と
字
数
が
少
な

く
、
海
外
で
も
評
価
さ
れ
る

よ
う
な
作
品
が
書
け
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
。
専
大
を
定

年
退
職
（
２
０
１
６
年
）
し

た
あ
と
個
展
に
向
か
い
、
燃

え
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い
湧
き

上
が
っ
た
。
こ
ん
な
世
界
を

求
め
て
い
た
の
だ
と
自
分
自

身
が
感
動
し
た
。
書
と
触
れ

合
う
喜
び
を
た
く
さ
ん
の
人

と
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
最

後
は
声
を
詰
ま
ら
せ
て
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
会
場
に
は
松
尾
治
文
学
部

准
教
授
、
仲
川
名
誉
教
授
の

門
下
生
や
専
大
の
卒
業
生
も

多
数
駆
け
付
け
、
喜
び
を
分

か
ち
あ
っ
た
。

　
な
お
書
作
展
に
出
展
し
た

作
品
の
一
点
は
本
学
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
館
「
蒼
翼
の
間
」
に
飾
ら

れ
る
。

仲
川
名
誉
教
授
に「
毎
日
芸
術
賞
」

「
書
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
く
」と
決
意
を

語
る
仲
川
名
誉
教
授

１
月
25
日
、
贈
呈
式

寄
付
者
３
氏
に
感
謝
状

　専修大学は2019年に創立140年を迎えます。

また、石巻専修大学も18年に創立30年を迎え

ます。学校法人専修大学では、さらなる飛躍

と発展を期すため「専修大学創立140年・石巻

専修大学創立30年記念事業募金」（募集期間５

年間）を設け、広く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大学募金

局」（☎03・3265・3157）へお願い申し上げます。

◆「古本募金」にご協力を
読み終えた本が学生支援につながります。

詳細はhttp://www.furuhon-bokin.jp/senshu-u/

募金局からのお願い

書
の
芸
術
性
探
求

芸
能
者
。
い
ず
れ
も
越
後
の

風
物
詩
と
し
て
長
く
親
し
ま

れ
て
き
た
。
は
さ
木
、
雁
木

は
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る

が
、
瞽
女
は
既
に
い
な
く
な

っ
た
。
国
見
さ
ん
、
渡
部
さ

ん
は
、
県
内
を
訪
ね
、
保
存

会
の
人
や
継
承
者
か
ら
聞
い

た
。
連
載
中
に
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
人
々
の
思
い
出
や
写

真
も
収
録
し
て
い
る
。

　「
越
後
人
の
誇
る
べ
き
伝

統
文
化
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

共
生
、
共
同
、
相
互
扶
助
な

ど
の
精
神
文
化
は
、
こ
の
時

代
に
最
も
必
要
な
も
の
で
は

な
い
か
」
と
国
見
さ
ん
は
話

す
。

（
新
潟
日
報
事
業
社
・
税
込

み
１
３
０
０
円
）

＜校友＞

左
か
ら
日
髙
理
事
長
、
加
藤

名
誉
教
授
、
佐
々
木
学
長

「
教
育
充
実
に
役
立
て
て
」

と
語
っ
た
川
村
名
誉
教
授

山
上
氏（
前
列
中
央
）と
日
髙

理
事
長
、
佐
々
木
学
長
ら

人
学
長
ら
と
懇
談
。

　「
寄
付
は
教
育
研
究
や
野

球
部
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

充
実
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

経
営
学
部
の
新
学
科
に
期
待

す
る
。
顧
問
を
務
め
て
い
る

野
球
部
は
早
く
一
部
に
復
帰

し
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
語

っ
た
。

　
24
日
に
は
川
村
晃
正
名
誉

教
授
（
商
学
部
）、
校
友
の

山
上
直
晴
氏
（
昭
56
法
）
が

来
学
し
た
。
川
村
名
誉
教
授

は
「
商
学
部
の
教
育
充
実
に

役
立
て
て
」
と
語
り
、
山
上

氏
は
「
専
修
大
学
は
も
っ
と

飛
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

２
０
１
７
年
秋
の
褒
章

◇
黄
綬
褒
章
◇

村
尾
明
弘
氏
（
昭
53
文
・
愛

媛
）
業
務
精
励

校
友
会
情
報

〈
鹿
島
グ
ル
ー
プ
専
大
会
総

会
〉

▽
２
月
16
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
か
ら

徒
歩
２
分
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
」
問
中
村
浩
樹
氏
☎

０
９
０
・
１
５
３
１
・
０
１

６
１

〈
市
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
17
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
問
宮
崎
実
氏
☎
０
９
０

・
６
０
３
９
・
８
９
０
８

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
旭
川

支
部
総
会
〉

▽
２
月
17
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ

ル
」
問
熊
谷
憲
雄
氏
☎
０
９

０
・
１
５
２
１
・
７
０
７
０

〈
卒
業
60
周
年
記
念
三
三
会

総
会
〉

▽
３
月
４
日
（
日
）
18
時
〜

▽
箱
根
登
山
鉄
道
箱
根
湯
本

駅
か
ら
徒
歩
７
分
「
吉
池
」

問
今
福
義
幸
氏
☎
03
・
３
２

６
９
・
１
４
３
５

〈
町
田
支
部
総
会
〉

▽
４
月
７
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
小
田
急
線
町
田
駅
か

ら
徒
歩
７
分
「
町
田
市
民
ホ

ー
ル
」
問
松
田
征
士
氏
☎
０

８
０
・
１
０
１
９
・
２
８
０

５

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
２
０
１
８
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
の
必
要
な
方

は
校
友
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
年
会
費
納
入

者
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」

と
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

住
所
変
更
届
の
お
願
い

　
住
所
変
更
の
あ
る
方
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
変
更
も
可
能
で

す
。
※
「
専
修
大
学
校
友
会

届
出
変
更
」
で
検
索

校
友
会
事
務
局
連
絡
先

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
２
６
５
・
７

０
８
９
／E-mail:koyuka@

acc.senshu-u.ac.jp

　「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
（
４
月
か
ら
１
年

間
）
の
年
間
購
読
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
購
読
料
は
１
０
０
０
円
（
郵

送
料
含
む
）
で
す
。

※
育
友
会
員
及
び
年
会
費
納
入
済
み

の
校
友
会
員
は
お
手
続
き
不
要
。

※
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に

は
、
５
年
間
校
友
会
か
ら
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

※
４
年
次
以
上
の
育
友
会
員
に
は
払

込
取
扱
票
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

旴
・
□申 

〒
１
０
１
｜
８
４
２
５
（
専

用
郵
便
番
号
）
千
代
田
区
神
田
神
保

町
３
｜
８
　
専
修
大
学
広
報
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
５
８
１
９

E-mail:koho@acc.senshu-u.

ac.jp

広報課からのお知らせ

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」年
間
購
読
の
ご
案
内

ふ
る
っ
て
参
加
を 

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

　
卒
業
式
終
了
後
、
校
友
会

主
催
の
新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
卒

業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
日
時

３
月
22
日（
木
）13

時
30
分
（
卒
業
式
の
終
了
時

間
に
よ
っ
て
、
若
干
遅
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
▽
会

場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
階

広
場
（
雨
天
時
は
地
下
１
階

学
生
ホ
ー
ル
）


